
 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉川市シティプロモーション基本方針 

 

―― 市民の幸福実感の向上に向けて ―― 
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１．策定の趣旨と位置付け 

吉川市は、江戸川と中川に挟まれた平坦な地形であることから、古くから早稲米の産地と

して農業が発達してきました。また、これらの河川を利用して江戸に物資を送るための重要

な拠点として栄えてきた歴史があり、現在まで多くの伝統行事が継承されているほか、伝統

の川魚料理を提供する歴史ある料亭が存続するなど、古き良き伝統や文化が息づくまちで

す。 

また、多くの自然や緑を残しつつ、吉川美南駅の開業や周辺地域の新たなまちづくりなど

の都市開発に取り組み、東京都心部への交通の便が良いことや、市内や近隣都市での大規

模店舗の出店による買い物の利便性の良さなどから、現在も人口増加が見込まれています。 

しかしながら、全国的に進行している少子高齢化や人口減少の波は、いずれ吉川市にも

押し寄せてくることは間違いありません。 

このような中、令和４年３月に策定された第６次吉川市総合振興計画では、吉川市に関わ

るすべての方と、共に目指す１０年後の吉川市の将来都市像を「幸せつながる みんなのまち 

よしかわ」とし、「シティプロモーションの推進」の施策においては、その目的を「本市への愛着

心が向上するとともに、本市の認知度が向上することで、まちの活力が維持され、安定的か

つ持続的に発展することをめざします」としています。 

また、同時期に策定された第２期吉川市まち・ひと・しごと創生総合戦略では、吉川市人口

ビジョンにおける将来の方向を、「住みたい」、「住み続けたい」と思えるまちであることを目指

すこととし、「世界に伝える！吉川の魅力ＰＲプラン」の施策目的では、「市民が吉川の魅力を

知り、好きになり、自慢したくなるような「吉川への愛着心」を持つとともに、市内外の人に「吉

川を知ってもらい、訪れてもらい、好きになってもらう」ため、戦略的なシティプロモーション

を推進します」としています。 

今回、これらの計画との整合を図りながら、平成２９年２月に策定した「吉川市シティプロモ

ーション基本方針」（以下「基本方針」という。）を改定し、今後、吉川市がシティプロモーショ

ンに取り組むに当たっての基本的な方向性を定めようとするものです。 
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２．基本方針の考え方  

令和４年度に実施した市民意識調査では、吉川市の住み心地について「良い」と回答した

割合は８３．２％、また、吉川市に「住み続けたい」と回答した割合は７４．４％と、いずれの数

値も上昇傾向にあります。 

これらの調査項目は、第２期吉川市まち・ひと・しごと創生総合戦略において、令和８年度

の目標値として、吉川市の住み心地について「良い」と回答した割合が８７．０％、吉川市に

「住み続けたい」と回答した割合が８０．０％と設定されています。吉川市が引き続き、安定的

かつ持続的に発展していくためには、市民と共に、この『住みよさ』を追求していかなければ

なりません。 

また、住みよいまちづくりを進める中で、シティプロモーションの果たす役割は重要であり、

市民と行政が一体となったプロモーションを展開することにより、参加した市民をはじめ、情

報を得た市民も、「幸福実感の高まり」が期待できます。 

このようなことから、吉川市のシティプロモーションでは、まず、市民の吉川市への愛着が

深まるよう、市民と共に、「住み続けたいまち」を目指すことにより、「市民の幸福実感が高ま

る」取組を進めます。 

あわせて、市外への発信を通した市全体のイメージの向上は、「市民の幸福実感の高まり」

につながります。また、市外の関係する方々により活力と魅力が生み出されることも、さらな

る「市民の幸福実感の高まり」につながることから、市内だけではなく市外の方々からも、「住

んでみたいまち」、「訪れたいまち」、「応援したいまち」と感じてもらえるよう取組を進めます。 

これらを踏まえ、基本方針では、目標を「市民の幸福実感の向上」とし、市民と共に、「住み

続けたいまち」、「住んでみたいまち」、「訪れたいまち」、「応援したいまち」を目指したシティプ

ロモーションを進めます。 
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３．重点テーマ 

吉川市の「魅力」は、地勢や市民意識調査などを踏まえると、『住みよさ』が挙げられます。 

そこで、吉川市のシティプロモーションを進めるに当たっては、具体的な取組を内容とする

戦略プランを策定し、愛着心と認知度の向上を重点テーマに、すべての方々の間で、「『住み

よさ』よし、よしかわ」を合言葉に、シティプロモーションに取り組みます。 

 

［合言葉］ 

「『住みよさ』よし、よしかわ」 

 

［重点テーマ］ 

① 愛着心の向上 

まちに対する誇りと愛着心を醸成し、多くの市民が「住み続けたい」と思うまちを目指

すために、先人が築いてきたまちの歴史と文化を敬い、改めて発信するとともに、まだ

知られていない吉川市の魅力や資源を市民と共に発掘し、磨き、新たな魅力の創出を

図り、市民と共有します。 

 

② 認知度の向上 

まちへの誇りや愛着などによる市民の幸福実感の高まりが、市内に限らず、市外の

方々にも波及し、「住んでみたいまち」、「訪れたいまち」、「応援したいまち」として、共感

や憧れなどを感じていただけるよう、吉川市の魅力や資源に関する情報を市民と共に、

市外に向けて積極的かつ効果的、戦略的に発信します。 

 

 

４．期間  

基本方針の実施期間は、第６次吉川市総合振興計画に合わせて令和１３年度までとし、社

会情勢の変化や取組の進捗状況などに応じて、適宜見直しを行います。 
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【吉川市シティプロモーション基本方針の位置付けとスキーム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   吉川市シティプロモーション基本方針 

 

 

 

 

 

 

    

 

吉川市シティプロモーション戦略プラン 
 

合言葉 「『住みよさ』よし、よしかわ」 
 

市民と共に以下の重点テーマに取り組みます 

 

■ 目標 

■ 取組 

市民の幸福実感の向上 

～ 市民と共に、「住み続けたいまち」、「住んでみたいまち」、 

「訪れたいまち」、「応援したいまち」を目指して ～ 

第２期吉川市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

 

第６次吉川市総合振興計画（前期基本計画） 

 

愛着心の向上 

・資源・魅力の創出 

・協働事業 

・戦略的な情報発信 

・イベント など 

認知度の向上 

・戦略的な情報発信 

・イベント 

・広告 

・マスコミ露出 など 

まちづくりの基本理念 

（１）幸福実感を高める 

（２）共に生き、共に創る 

（３）誇れるまちを未来へ 

 

第３章 安心と賑わいのまちづくり（生活・産業部門） 

⇒第９節「シティプロモーションの推進」 

 

全体目標  みんなの幸福実感を追求する 

 

基本目標１ 子どもの笑顔と活気でまちを満たす 

基本目標２ 豊かで住みよいまちをつくる 

基本目標３ つながりで活力と魅力を創出する 

⇒施策３「世界に伝える！吉川の魅力ＰＲプラン」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉川市シティプロモーション基本方針 

平成２９年２月策定、令和５年１月改定 

 

 

埼玉県吉川市 政策室 

〒３４２-８５０１ 

吉川市きよみ野一丁目 1番地 

０４８-９８２-５１１２（直通） 

http://www.city.yoshikawa.saitama.jp/  

 

 

 


